














とし， Hagborg (1955)は76.80C (CC1，中で2時間)で効果を認めなかったとしている.
病植物種子が健全大麦種子に比べて小さくなる傾向のあることから， Mckinney (1951) 
は飾別による選種が種子のウイルス保毒率をある程度少なくできるのではないかと言って
いる.本病防除のもっとも有効な手段として種子のウイルス保毒検査が重要かつ有効であ
ることは当然であるが， Mckinney (1954)， Hamptonら(1955)は幼菌検定の条件につ
いてそれぞれ研究を行なった.著者の一人もすでに幼菌検定の一方法を報告し，直接また
は間接に実際防除面に応用できる知見を示した(井上， 1959). 
































処 理 発芽 種子伝染
温。c度 時分間 % % 
無処理 85.5 30.3 
70 10 85.5 30.9 
70 15 77.5 26.4 
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TSK 日 余徐e，tIR 3・1.
1・ 鰻a
I 。 26.3 75.8 
赤 神 カ E 46.3 46.3 26.0 6.4 
E 51.3 0.3 51.7 26.7 。
工 。 27.7 40.8 
ハルピ γ2条 E 13.0 13.0 27.3 。
E 10.7 2.0 12.7 26.0 。








品 種 処理 収(25徐量〉 (大>2粒.0歩mm合)(細く2粒.0歩mm合〉
g a。，- 。主
I 723 54.8 45.2 
E 877 59.2 40.8 
赤 神 カ
925 65.4 34.6 l[ 
LDS 0.05 180.20 10.14 10.14 
(>2.5mm) (く2.0mm)
I 829 55.4 4.1 
ハルピン 2条 E 867 58.2 3.3 
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